
■ 第4回 多摩川流域セミナー 

多摩川河川整備計画（概要・叩き台）&多摩川沿線整備基本構想

 

主催：多摩川流域懇談会

● 日時

・・・ 2000(平成12)年1月29日（土） 13:30～16:30

● 内容

今回のセミナーでは、「多摩川市民フォーラム」から、「多摩川市民アクション」Part5から7
まで（羽村・調布・府中）の成果報告を発表します。 

行政部会からは、京浜工事事務所が「ふれあい巡視」や前回の「第3回多摩川流域セミナー」を
踏まえた"行政案"の進行状況について説明する他、スーパー堤防事業を進める"沿線整備基本構
想"についても話題提供があります。 

後半は意見交換の時間を多めにとって、できる限り多くの意見をいただきたいと思っていま
す。 

建設省が「多摩川河川整備計画」の案をまとめたいとする年度末まで、あとわずかとない、計
画づくりもいよいよ大詰めを迎えています。 

お忙しい中、また寒い季節ですが、皆さんの積極的なご参加・ご発言をお待ちしています。 

・・・ 開会あいさつ　　横山 十四男（多摩川市民フォーラム）

・・・ 建設省からの話題提供

(1)多摩川河川整備計画（概要たたき台） 原 俊彦 

（京浜工事事務所調査課長）

(2)多摩川の水利用の現状について 原 俊彦

(3)多摩川河川整備計画に関わる河川空間の機能区分の設
定の見直し作業状況（中間報告）

山田 政雄 

（京浜工事事務所河川環境課長）

(4)多摩川沿線整備基本構想（原案）について 谷口 英博 

（京浜工事事務所建設専門官）

・・・ 多摩川市民フォーラムからの話題提供

(1) 多摩川市民アクションPart5から7までの報告 倉持 武彦 

(2) 世田ヶ谷アクションの成果について 鷲見 康子

(3) 多摩川エコミュージアムの経過について 井田 安弘 

・・・ 総合ディスカッション　　コーディネーター：山道 省三（多摩川流域懇談会事務局）

・・・ 閉会挨拶　　石田 正夫（京浜工事事務所副所長）



 
■ 第4回 多摩川流域セミナー 開催報告

多摩川河川整備計画（概要・叩き台）&多摩川沿線整備基本構想

 

主催：多摩川流域懇談会

平成12年1月29日に第4回多摩川流域セミナーを、調布市の
文化会館たづくりで、約130名の市民・学識経験者・行政関
係者などにご参加いただき開催いたしました。 

今回は、前回のセミナーから一歩進んで多摩川河川整備計画
の概要たたき台を提示し、具体の図面を貼り出すなど、原案
作成に向けてこれまでのふれあい巡視や市民アクションなど
の要望をまとめたものを提示させていただき、そのことについて参加者より意見、要望をいただき
ました。 

また、沿川整備基本構想（原案）についても話題提供させていただき、いろいろご意見をいただき
ました。

沿川整備基本構想（原案）については、 
・この計画は、多摩川の環境にやさしくないので、何か他の方法で治水安全度を高めるべき

・もし、工事が行われるとなると一時立ち退かなくてはならないのでは？

・これほどの事業は、200年～1000年もかかるような長期的な計画なので、虫食い状態で進めて
いっても意味がないのでは？

・反対意見が多いようだが、必要性を感じている人もいるわけで単に反対ではなく現地を見てか
ら意見すべきではないか？

などの意見がありました。 

今後、整備計画については、原案の作成作業をすすめていく
わけですが、今回提示させていただいた整備計画に関わる河
川空間の機能区分設定作業について、2月1日より3月24日ま
で京浜工事事務所、多摩川上流出張所、多摩出張所、田園調
布出張所、多摩川センター、二ヶ領せせらぎ館で、図面 を閲
覧することができますのでご意見、ご要望をいただければ可
能な範囲で整備計画にも反映させたいと考えております。ご足労かとは存じますがぜひ足を運んで
いただければと存じます。
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